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平
成
23
年
7
月
14
日
（
木
）、
15
日
（
金
）

の
2
日
間
、
東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
「
平

成
23
年
度
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
基
礎
体
験
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
趣
旨
は
、
地
方
公
共
団
体

や
共
済
組
合
等
の
福
利
厚
生
担
当
職
員
の

方
に
、
ま
ず
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

の
企
画
と
運
営
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
知

識
を
習
得
し
て
い
た
だ
き
、「
生
き
が
い
」

「
健
康
づ
く
り
」「
家
庭
経
済
設
計
」
の
3

分
野
に
つ
い
て
、
30
～
50
歳
代
に
お
け
る

各
年
代
の
生
涯
生
活
設
計
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

幅
広
く
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
各
団

体
が
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す

る
際
に
、
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
3
月
11
日

に
発
生
し
た
「
東
日
本
大
地
震
」
被
災
地

の
復
興
の
あ
り
方
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
重
要
性
を
理
解
す
る
こ
と
か
ら
、
基
調

講
演
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
す
す
め
」

を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入
れ
実
施
し
ま
し
た
。

各
講
演
の
概
要
に
つ
い
て

●
基
調
講
演
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
す
す

め
」
～
中
越
地
震
被
災
地
か
ら
の
報
告
～

平
成
16
年
10
月
に
発
生
し
た
中
越
大
震

災
の
際
に
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
旧
山

古
志
村
（
現
、
新
潟
県
長
岡
市
）
で
復
興

に
尽
力
し
た
特
別
非
営
利
活
動
法
人
中
越

防
災
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
副
理
事
長
青
木
勝
氏

に
、
体
験
談
と
復
興
の
進
め
方
に
つ
い
て

平成23年度
基礎体験セミナーについて

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
中
越
地
震
被
災
規
模
と
そ
の
対
応
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
〉

平
成
16
年
7
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、

戦
後
最
大
の
水
害
を
被
り
、
そ
の
後
の
10

月
23
日
に
最
大
震
度
7
（
山
古
志
村
は
震

度
6
強
）
の
中
越
地
震
が
発
生
、
二
重
の
被

害
で
あ
り
、
住
民
約
2
0
0
0
人
全
員
が

被
災
を
受
け
た
こ
と
が
冒
頭
に
話
さ
れ
ま
し

た
。
震
度
5
以
上
の
余
震
が
そ
の
後
18
日

間
で
17
回
発
生
し
た
こ
と
、
土
砂
く
ず
れ
で

死
者
を
出
し
た
こ
と
な
ど
が
話
さ
れ
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
切
断
、
全
て
の
道
路
の
遮
断
、

新
幹
線
の
不
通
な
ど
に
よ
る
物
資
運
搬
の

凍
結
な
ど
が
、
生
活
基
盤
の
安
定
を
損
な

う
こ
と
を
強
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

の
冬
期
の
豪
雪
に
よ
る
二
次
災
害
な
ど
に
よ

り
、
被
害
結
果
は
、
新
潟
県
全
体
で
死
者

68
人
、
負
傷
者
4
7
9
5
人
、
住
宅
被
害

は
10
万
3
8
5
4
棟
を
記
録
、
長
岡
市
全

体
の
推
定
被
害
額
は
概
ね
4
5
0
0
億
円

に
上
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

震
災
発
生
後
、
長
岡
市
で
は
、
消
防
署

に
対
策
本
部
を
設
置
、
住
民
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
避
難
者
支
援
活
動
を
開
始
、

以
下
の
ス
キ
ー
ム
を
立
て
進
め
て
い
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。

■
初
動
期
（
発
生
時
か
ら
3
日
目
ま
で
）　

住
民
の
安
全
確
保
（
避
難
所
の
開
設
、

情
報
提
供
な
ど
）、
生
活
必
需
品
の
確
保

（
食
料
、
水
、
毛
布
な
ど
）
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■
第
2
期
（
4
日
目
か
ら
3
週
間
程
度
）　

生
活
環
境
の
改
善
（
温
か
い
食
事
、
お

風
呂
、
畳
な
ど
）、
生
活
基
盤
の
確
保

（
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
な
ど
）

■
第
3
期
（
3
週
間
目
以
降
6
ヶ
月
間
程

度
）　

本
格
的
な
生
活
再
建
へ
の
支
援

し
か
し
、
実
施
し
て
み
る
と
思
い
も
よ

ら
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

避
難
所
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
た

め
簡
易
的
に
間
仕
切
り
を
設
置
し
た
と
こ

ろ
、「
壁
を
つ
く
る
必
要
は
な
い
。
陣
地
は

い
ら
な
い
。
近
所
の
人
た
ち
の
顔
が
見
え

る
方
が
安
心
。」
と
の
強
い
希
望
か
ら
仕
切

り
の
な
い
オ
ー
プ
ン
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
困
っ
た
こ
と
は
食
事
、
物
資

は
十
分
に
あ
る
が
献
立
の
単
調
さ
に
よ
り
、

食
事
内
容
に
飽
き
が
出
、
1
ヶ
月
以
上
耐

え
る
こ
と
は
無
理
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。

そ
の
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
持

ち
込
ん
だ
様
々
な
食
材
が
ど
れ
ほ
ど
役
立

っ
た
か
は
計
り
知
れ
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

全
国
か
ら
救
援
物
資
が
山
の
よ
う
に
届

き
、
市
の
職
員
だ
け
で
毎
日
の
通
常
業
務

の
合
間
に
捌
く
の
は
大
変
な
苦
労
を
要
す

と
の
こ
と
、
受
け
入
れ
か
ら
住
民
へ
の
配

付
ま
で
一
連
の
流
れ
を
シ
ス
テ
ム
化
し
た

後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
が
必
要
と
な

り
、
実
際
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

が
最
も
活
動
し
た
仕
事
と
の
こ
と
で
す
。

〈
義
援
金
の
配
付
〉

住
民
各
々
に
渡
す
の
は
行
政
の
仕
事
。

な
ぜ
な
ら
本
人
確
認
の
た
め
に
戸
籍
な
ど

で
個
人
情
報
を
知
り
、
プ
ラ
イ
べ
ー
ト
に

立
ち
入
る
こ
と
と
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
た
ち
に
任
せ
る
の
は
無
理
が
あ
る
か

ら
。
し
か
し
、
現
役
の
職
員
は
日
常
の
業

務
が
あ
り
手
が
回
ら
な
い
。
こ
れ
は
仕
方

の
な
い
こ
と
で
更
な
る
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必

要
と
の
こ
と
で
す
。
業
務
に
精
通
し
、
ノ

ウ
ハ
ウ
も
十
分
あ
る
退
職
公
務
員
の
活
用

を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
臨
時
職
員
と
し
て

現
地
で
支
援
で
き
る
シ
ス
テ
ム
構
築
の
必

要
性
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

〈
長
岡
市
復
興
計
画
の
策
定
〉

震
災
後
の
翌
年
平
成
17
年
8
月
に
策
定
、

概
ね
10
年
後
の
平
成
26
年
の
復
興
を
目
ざ

し
、
現
在
も
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

目
標
年
次　

概
ね
10
年
後
（
平
成
26
年
）

1　

復
旧
期　

平
成
19
年
ま
で

住
宅
、
生
活
基
盤
、
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧

に
加
え
、
再
生
・
発
展
に
向
け
た
準
備
を

精
力
的
に
進
め
る
期
間

特別非営利活動法人
中越防災フロンティア副理事長
青木勝氏

2　

再
生
期　

平
成
22
年
ま
で

復
旧
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
と
市
民
の
力
を

基
に
、
徐
々
に
地
域
の
価
値
を
高
め
て
い

く
期
間

3　

発
展
期　

平
成
22
年
ま
で

ま
ち
な
か
や
中
山
間
地
を
含
め
た
地
域

全
体
が
新
た
な
魅
力
と
活
力
あ
る
長
岡
市

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
安
定
的
に
発
展

し
て
い
く
期
間

最
後
に
、
経
験
を
基
に
以
下
の
「
皆
さ

ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
し
て
、
事
前
の
準

備
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
、
講
演
は
終
了
し

ま
し
た
。

「
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

■
責
任
ベ
ー
ス
で
動
け
る
組
織
の
構
築
を

災
害
時
、
防
災
担
当
は
本
部
長
の
参
謀

役
に
徹
す
る
。
平
時
か
ら
そ
れ
を
内
外

に
示
す
と
と
も
に
、
各
部
署
や
個
人
の

責
務
を
明
確
に
し
、
指
示
待
ち
で
は
な

く
責
任
ベ
ー
ス
で
動
け
る
組
織
の
構
築

が
必
要
。

■
防
災
力
の
向
上
に
は
、
日
々
の
積
み
重

ね
、
想
像
力
が
大
切

普
段
で
き
な
い
こ
と
は
災
害
時
も
で
き

な
い
。
機
会
を
逃
さ
ず
小
さ
な
確
認
を

大
切
に
。
必
ず
本
番
で
生
き
る
。

■
隣
近
所
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
減
災
の
取

組
み

市
町
村
職
員
は
人
口
の
約
1
％
の
み
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
強
化
し
、
ま
ち

が
持
つ
固
有
資
産
（
人
脈
や
建
物
）
を

フ
ル
活
用
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
て
い

く
こ
と
が
減
災
の
鍵
。

●
講
演
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画

と
運
営
に
つ
い
て
」

今
年
度
で
3
年
目
と
な
る
講
演
で
す
。

講
師
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
当
協
会
の
業

務
部
企
画
課
長
で
あ
る
鎌
田
重
道
が
説
明

し
ま
し
た
。

担
当
者
が
生
涯
生
活
設
計
に
つ
い
て
知

っ
て
お
く
べ
き
基
礎
知
識
と
セ
ミ
ナ
ー
の

企
画
と
運
営
手
法
の
習
得
を
狙
い
と
し
た

講
演
で
す
。「
基
礎
知
識
編
」
で
は
、
①

「
生
涯
生
活
設
計
」
の
考
え
方
と
構
成
に

つ
い
て
、
②
「
生
涯
生
活
設
計
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
類
計
」
で
は
、
各
年
代
別
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
概
要
に
つ
い
て
、
ま
た
、
③
「
生

涯
生
活
設
計
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
沿
革
」
で
は
、

地
方
公
務
員
に
お
け
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
へ

の
取
組
み
の
推
移
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

基
礎
知
識
の
整
理
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

続
く
「
企
画
と
運
営
編
」
で
は
、
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
組

み
方
や
、
年
代
別
に
分
け
ら
れ
た
セ
ミ
ナ

ー
の
具
体
例
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
セ

ミ
ナ
ー
を
計
画
・
実
施
す
る
際
の
注
意
点

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

●
講
演
「
健
康
と
食
の
新
常
識
」

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
食
」
の
面
か

ら
「
健
康
づ
く
り
」
を
捉
え
て
み
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
管
理
栄
養
士
と
し
て
数
多
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き
な
い
ほ
ど
手
厚
い
保
障
は
“
本
末
転
倒
”

最
後
に
ま
と
め
と
し
て
次
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
①
年
に
1
度
だ
け
、
決
算
で

家
計
全
体
を
見
回
し
ま
し
ょ
う
。
②
あ
わ

せ
て
来
年
の
予
算
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
お
金
の
使
い
方
で
ス

ト
レ
ス
知
ら
ず
！
④
貯
蓄
額
は
将
来
の
選

択
肢
の
多
さ
・
健
全
性
に
比
例
し
ま
す
。

⑤
将
来
を
心
配
し
す
ぎ
る
こ
と
な
く
、
未

来
に
生
き
る
お
金
の
使
い
方
を
！

セ
ミ
ナ
ー
の
感
想
等
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
50
団
体
56
名
の

参
加
が
あ
り
、
52
名
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ

ー
全
体
と
し
て
は
、「
参
考
に
な
っ
た
」
と

い
う
感
想
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
現
状
の
講
義
に
不
足
し
て
い
る

部
分
や
、
も
う
少
し
詳
し
く
講
義
し
て
も

ら
い
た
い
部
分
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
、

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

・「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
と

運
営
」
…
ど
う
や
れ
ば
上
手
に
企
画
し

運
営
で
き
る
か
の
ヒ
ン
ト
が
ほ
し
い
。

実
例
、
事
例
を
多
く
紹
介
し
て
も
ら
い

た
か
っ
た
。

・「
健
康
と
食
の
新
常
識
」
…
も
う
少
し
長

く
聞
き
た
か
っ
た
。

・「
家
庭
経
済
設
計
」
…
年
金
、
財
形
に
つ

い
て
も
う
少
し
詳
し
く
話
し
て
ほ
し
い
。

く
の
講
演
を
手
掛
け
、
健
康
・
食
育
検
定

協
議
会
理
事
長
も
務
め
る
食
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
株
式
会
社
代
表
取
締
役
柏
原
幸
代
氏

を
お
招
き
し
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
食
」
が
“
こ
こ
ろ
”
と
“
か
ら
だ
”
の

健
康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
正
し
い
食
生
活
に

つ
い
て
具
体
的
に
分
か
り
や
す
く
説
明
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
健
康
管
理
に
お
け
る

適
正
体
重
に
つ
い
て
」「
塩
分
の
正
し
い
摂

取
に
つ
い
て
」「
カ
ル
シ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
栄
養
摂
取
の
重
要
性
に
つ
い
て
」
な
ど
、

デ
ー
タ
や
グ
ラ
フ
を
交
え
、
健
康
を
促
進

す
る
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
を
話
さ
れ
、
結

論
と
し
て
ご
は
ん
と
み
そ
汁
を
中
心
の
献

立
に
よ
る
食
事
を
毎
日
三
食
し
っ
か
り
と

る
こ
と
の
大
切
さ
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、「
お
酒
の
飲
み
方
の
留
意
点
」

「
炭
水
化
物
と
糖
類
の
違
い
」「
雑
穀
の
栄

養
価
」
な
ど
、
食
生
活
の
様
々
な
留
意
点

を
幅
広
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
正
し
い
食

生
活
が
健
康
管
理
に
つ
な
が
る
こ
と
を
改

め
て
確
証
し
た
講
演
で
し
た
。

な
お
、
本
誌
13
ペ
ー
ジ
に
は
講
演
等
同

社
の
事
業
紹
介
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
参
照
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
ビ
デ
オ
上
映　

あ
な
た
も
で
き
る「
生
き

が
い
づ
く
り
」
─
自
分
時
間
・
家
族
・
仕

事
─

今
年
度
当
協
会
が
作
成
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

放
映
、
ド
ラ
マ
「
二
度
目
の
誕
生
日
」、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
公
務
員
退
職
後
の

生
き
が
い
づ
く
り
の
事
例
か
ら
、「
中
山
道

を
歩
い
て
踏
破
（
元
市
職
員
）」「
夫
婦
落

語
で
各
地
に
訪
問
し
笑
い
を
運
ぶ
（
元
高

校
教
師
）」「
児
童
養
護
施
設
運
営
（
元
市

職
員
）」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

●
講
演
「
公
務
員
の
た
め
の
家
庭
経
済
設
計
」

～
望
む
く
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
に
～

今
回
は
、
当
協
会
情
報
誌
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
」

に
掲
載
し
好
評
を
博
し
た
株
式
会
社
生
活

設
計
塾
ク
ル
ー
取
締
役
、
1
級
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
技
能
士
の
清
水

香
氏
を
お
招
き
し
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。参

加
者
が
、
地
方
自
治
体
や
共
済
組
合

の
福
利
厚
生
担
当
職
員
の
方
が
中
心
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
担
当
者
が
家
庭
経
済
に
お

け
る
基
礎
的
な
知
識
の
習
得
や
講
演
の
進

め
方
等
に
役
立
つ
内
容
で
す
。

3
つ
の
項
目
順
に
説
明
が
あ
り
、
1
つ

目
の
「
マ
ネ
ー
管
理
の
“
最
初
の
一
歩
”」

で
は
、
1
年
間
の
「
手
取
り
収
入
」
を
把

握
す
る
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
、

そ
の
上
で
貯
蓄
や
支
出
を
考
え
る
。
支
出

で
は
家
計
簿
を
つ
け
な
い
「
ラ
ク
ラ
ク
家

計
管
理
法
」
の
説
明
が
さ
れ
、
基
本
生
活

費
や
住
宅
関
連
費
、
子
ど
も
関
連
費
な
ど

目
的
別
に
仕
分
け
す
る
手
間
の
か
か
ら
な

い
効
率
的
な
管
理
法
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

2
つ
目
の
「
公
務
員
の
た
め
の
保
障
設

計
」
で
は
、
保
険
の
見
直
し
を
中
心
に
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
生
命
保
険
、
医
療
保

険
、
火
災
保
険
、
地
震
保
険
の
適
切
な
加

入
、
公
的
保
障
制
度
の
効
果
的
活
用
、
公

的
年
金
の
理
解
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
有
利
な

返
済
方
法
、
入
院
費
の
自
己
負
担
分
と
医

療
保
険
の
関
係
な
ど
、
具
体
的
に
分
か
り

や
す
い
説
明
が
あ
り
、
そ
の
上
で
次
の
提

言
が
あ
り
ま
し
た
。
①
医
療
保
障
は
必
ず

し
も
医
療
費
へ
の
備
え
で
は
な
い
。
ど
の
よ

う
な
事
態
に
も
対
応
し
得
る
「
貯
蓄
」
が

ま
ず
は
備
え
の
ベ
ー
ス
。
②
貯
蓄
が
十
分

で
な
い
時
期
は
「
足
り
な
い
期
間
・
金
額
」

だ
け
保
険
の
力
を
借
り
よ
う
。
③
貯
蓄
で

食ライフデザイン株式会社代表取締役、
健康・食育検定協議会理事長
柏原幸代氏

株式会社生活設計塾クルー取締役、
一級ファイナンシャルプランニング技能士
清水香氏
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参加団体区分別のセミナー実施状況（表－１）
（単位：団体）

団体区分 実施 未実施 無回答 計

都道府県
6 0 1 7
85.7% 0.0% 14.3% 100.0%

政令市、市
12 6 1 19
63.2% 31.6% 5.3% 100.0%

共済組合
12 0 0 12
100.0% 0.0% 0.0% 100.0%

その他団体
6 3 3 12
50.0% 25.0% 25.0% 100.0%

計 36 9 5 50

平成２３年度ライフプラン基礎体験セミナー出席者アンケート結果
（Nは回答者数）

●勤務先別（図－1） ●セミナーへの参加目的（図－4）
　（複数回答あり） 

●年代別（図－2） ●セミナー全体の感想（図－5）

●担当職務別（図－3）
N＝56

都道府県
17.9％

市町村
33.9％

福利厚生事業等の
担当者
78.6％

福利厚生事業の
管理監督者
10.7％

その他
3.6％

無回答
7.1％

共済組合
28.6％

その他
19.6％

N＝56

20歳代
7.1％

30歳代
33.9％

50歳代
23.2％

60歳代　1.8％
無回答　1.8％

40歳代
32.1％

N＝56

N＝63

N＝56

大変参考に
なった
28.6％

参考になった
53.6％

ふつう
10.7％

セミナー
開催のため
42.9％

知識を
高めるため
45.4％

自分自身の
ライフプラン
のため
4.8％

その他の理由　1.6％ 無回答　6.3％

無回答　7.1％

ライフプランセミナー　テーマ別実施（表－２）（複数回答）
（単位：団体）

団体区分
（実施団体数）

退職準備
（50歳代）

生活充実
（40歳代）

生活創造
（30歳代） 退職時他 計

都道府県
（6団体）

6 6 1 1 14
42.9% 42.9% 7.1% 7.1% 100.0%

政令市、市
（12団体）

9 3 1 1 14
64.3% 21.4% 7.1% 7.1% 100.0%

共済組合
（12団体）

7 7 3 0 17
41.2% 41.2% 17.6% 0.0% 100.0%

その他団体
（6団体）

6 6 3 1 16
37.5% 37.5% 18.8% 6.3% 100.0%

計 28 22 8 3 61

（注）ライフプランセミナーを実施しているとの回答のあった団体におけるそれぞれのセミナーの実
施数を表示

よ
う
、
ご
配
慮
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

な
お
、
当
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
状
況
、
感

想
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
勤
務
先
別
（
図
─

1
）

●
年
代
別
（
図
─

2
）

●
担
当
職
務
別
（
図
─

3
）

●
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
目
的
（
図
─

4
）

●
セ
ミ
ナ
ー
全
体
の
感
想
（
図
─

5
）

参
加
団
体
に
お
け
る
セ
ミ
ナ
ー
の
実

施
状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

セ
ミ
ナ
ー
の
感
想
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
と
あ
わ
せ
、
参
加
団
体
50
団
体
の
う

ち
、
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
に
つ
い
て
、
45
団

体
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
回
答
を
い
た
だ
い
た
団
体
の
参
加

団
体
区
分
別
の
セ
ミ
ナ
ー
実
施
状
況
及
び

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
別
実

施
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
参
加
団
体
区
分
別
の
セ
ミ
ナ
ー
実
施
状

況
（
表
─

1
）

●
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
テ
ー
マ
別
実
施

状
況
（
表
─

2
）

ミ
ナ
ー
内
容
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
各
団
体
の
福
利
厚
生
担
当

所
属
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
も
た

く
さ
ん
の
関
係
職
員
に
参
加
い
た
だ
け
る

実
際
に
や
っ
て
み
る
演
習
形
式
を
希
望
。

こ
う
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、

今
後
も
よ
り
各
団
体
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に

役
立
つ
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
当
セ


